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利用者ほぼ横ばい

　

依然として続く厳しい経営

　

自家用車の普及に伴い、公共輸送機関の利

用率が年々低下し、存続か廃止かのせとぎわ

に立たされる中小都市。交通弱者となるお年

寄りや子供たちの足を守ろうと、地域ぐるみ

で存続に向けての対策を講じています。越美

北線や路線バスの現状をご覧ください。

　

平
成
三
年
度
で
、
越
前
大
野
駅

か
ら
越
美
北
線
を
利
用
し
た
人
は

こ
十
四
万
千
三
十
一
人
で
し
た
。

昨
年
と
比
較
し
て
、
約
こ
千
六
百

人
の
減
少
で
す
が
、
大
野
高
校
の

甲
子
園
フ
ィ
ー
バ
ー
を
考
え
れ
ば

ほ
ぽ
横
ば
い
と
い
え
ま
す
。

　

図
①
は
、
過
去
五
年
間
の
乗
車

実
績
で
す
。
昭
和
六
十
こ
年
は
、

国
鉄
が
J
R
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た

年
で
す
が
、
翌
六
十
三
年
の
乗
車

人
員
は
、
実
に
三
〇
％
の
伸
び
を

示
し
て
い
ま
す
。
月
別
で
み
て
も

乗
車
人
員
が
こ
万
人
を
割
っ
た
の

は
こ
月
だ
け
で
す
し
、
8
月
に
至

っ
て
は
、
三
万
六
千
人
と
五
年
間

で
唯
一
、
三
万
人
を
突
破
し
て
い

ま
す
。

増
発
と
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ

乗
る
運
動
以
上
の
効
果
が

　

大
幅
な
伸
び
を
示
し
た
理
由
に

は
、
八
月
の
全
国
水
シ
ン
ポ
の
開

催
や
越
美
北
線
と
乗
合
バ
ス
に
乗

る
運
動
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

実
は
そ
れ
以
土
に
影
響
を
及
ぼ

し
た
の
は
、
ダ
イ
ヤ
の
改
正
で
し

た
。
上
下
合
わ
せ
て
四
本
増
発
さ

れ
て
二
十
本
に
な
り
、
し
か
も
大

野
－
福
井
間
を
三
十
八
分
で
結
ぶ

快
速
列
車
ま
で
復
活
。
車
両
や
駅

舎
の
外
装
ま
で
が
、
お
色
直
し
さ

れ
ま
し
た
。
越
前
大
野
鉄
道
部
の

必
死
の
努
力
が
実
を
結
ん
だ
の
で

す
。

普
通
乗
車
が
増
減

を
左
右

　

過
去
5
年
間
の
実
績

を
見
る
と
、
団
体
利
用

者
や
回
数
券
利
用
者
に

大
き
な
増
減
が
見
ら
れ

ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
通

勤
や
通
学
、
遠
足
や
旅

行
な
ど
で
利
用
す
る
人

が
定
着
し
て
い
る
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
。

　

今
の
と
こ
ろ
、
乗
車

人
数
の
増
減
は
普
通
乗

車
が
左
右
し
て
い
ま
す

が
、
根
本
的
に
ふ
だ
ん

利
用
す
る
人
に
対
す
る

対
策
も
必
要
で
は
な
い

で
し
よ
ゝ
つ
か
。

路
線
バ
ス
の
運
賃
収
入
は

　
　

運
行
費
用
の
3
分
の
・
－

　

市
内
を
運
行
し
て
い
る
路
線
バ

ス
は
、
木
本
線
、
六
呂
師
線
、
勝

原
・
友
兼
線
、
堀
兼
線
、
大
矢
戸

線
、
白
山
線
（
市
営
）
の
六
路
線
で
す
。

こ
の
う
ち
、
勝
原
・
友
兼
線
と
堀

兼
線
は
、
廃
止
代
替
路
線
と
な
っ

て
、
大
野
観
光
バ
ス
が
運
行
。
大

矢
戸
線
は
主
に
通
学
用
の
市
単
独

路
線
と
し
て
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

各
線
と
も
赤
字
で
、
平
成
三
年

度
で
は
、
運
行
に
要
す
る
経
費
四

千
九
百
三
十
四
万
円
に
対
し
、
約

三
分
の
一
の
千
六
百
四
十
六
万
円

し
か
運
賃
収
入
が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
国
・
県
か
ら
の
補
助

金
千
こ
百
五
十
五
万
円
の
ほ
か
に

市
か
ら
の
負
担
金
千
八
百
九
十
三

万
円
（
う
ち
地
元
協
力
金
三
百
二

十
四
万
円
を
含
む
）
を
充
て
て
い

ま
す
。
（
図
②
参
照
）

　

木
本
線
と
六
呂
師
線
は
、
第
二

種
生
活
路
線
バ
ス
と
し
て
運
行
し

て
い
ま
す
。
第
こ
種
生
活
路
線
は

平
均
乗
車
率
が
五
人
以
上
で
運
賃

収
入
が
維
持
費
の
三
分
の
二
以
上

で
な
い
と
該
当
し
ま
せ
ん
。

　

平
成
こ
年
度
の
六
呂
師
線
の
場

合
（
図
③
）
、
運
賃
収
入
三
分
の
二

と
い
う
条
件
を
ク
リ
ア
す
る
た

め
、
市
が
負
担
金
五
百
万
円
を
出

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
三
種
生

活
路
線
に
な
る
と
、
国
・
県
の
補

助
率
が
下
が
り
、
市
の
負
担
金
は

八
百
万
円
余
り
に
増
え
る
た
め
の

苦
肉
の
策
な
の
で
す
。

　

お
年
寄
り
や
子
ど
も
に
は
欠
か

せ
な
い
路
線
バ
ス
は
、
こ
う
し
て

維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

図①越美北線の利用状況

図③2種生活路線浮上策

　　　　

（六呂師線）

図②運行費用の負担状況



越美北線

今
夏
か
ら
新
型
車
両
登
場

　
　
　
　

旅
客
増
加
の
足
が
か
り
に

　

四
月
三
ト
‐
、
新
型
軽
快
気
動

車
「
キ
ハ
ー
2
0
」
が
越
前
大
野

駅
に
姿
を
現
し
ま
し
た
。

　

J
R
西
‐
本
金
沢
支
礼
が
、
七

月
中
旬
か
ら
の
新
や
車
両
運
行
に

先
立
ち
、
沿
線
住
民
へ
の
P
R
を

兼
ね
て
、
新
型
車
両
の
試
乗
会
を

行
っ
た
も
の
で
す
。

　

新
型
車
両
は
、
大
野
盆
地
の
霧

を
表
現
し
た
ラ
イ
ト
グ
レ
ー
の
車

体
に
、
白
山
連
峰
の
山
ｔ
み
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
オ
リ
ー
ブ
グ
リ
ー
ン

の
ラ
イ
ン
が
溶
け
込
ん
だ
デ
ザ
イ

ン
、
収
体
側
面
に
は
、
大
野
市
の

コ
ブ
シ
な
ど
沿
線
市
町
村
の
花
が

あ
し
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
、
老
朽
巾
両
ば
か
り
川
さ
れ
て

き
た
越
美
北
線
に
と
っ
て
は
川
期

的
な
こ
と
と
い
え
ま
す
。

ダ
イ
ヤ
の
改
正
と

ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
に
期
待

　

J
R
越
前
人
野
鉄
道
部
で
は
、

小
型
化
、
計
‥
一
m
化
さ
れ
た
新
巾
内

の
導
人
に
よ
っ
て
、
運
転
コ
ス
ト

が
下
げ
ら
れ
、
ス
ビ
ー
ド
ア
ヴ
プ

も
可
能
な
た
め
、
六
台
の
新
型
県

両
が
そ
ろ
っ
た
時
点
で
、
利
便
性

を
鳥
め
る
た
め
の
ダ
イ
ヤ
改
正
を

検
討
し
て
い
ま
す
、

豪雪が救った廃線危機

　　

存続は私たちの力で

　

越
美
線
全
線
開
通
を

目
指
し
て
い
る
さ
な
か
、

赤
字
ロ
ー
カ
ル
線
廃
止

問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
。
廃
線
か
ら
越
美
北

線
を
救
っ
た
の
は
、
五

六
豪
I
で
し
た
。
積
I

時
の
代
替
輸
送
道
路

が
、
三
年
間
平
均
で
ト

‐
間
以
上
不
通
と
い
う

廃
線
除
外
に
合
致
し
た
の
で
す
、

　

幾
多
の
壁
を
乗
り
越
え
て
き
た

越
美
北
線
。
今
後
の
存
続
は
、
私

た
ち
市
民
の
力
で
勝
ち
取
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

新型車両が越前大野駅に

JR越前大野鉄道部

部長吉田昭進さん

地
域
住
民
か
ら
愛
さ
れ
る

鉄
道
を
め
ざ
し
て

　

念
願
の
新
型
車
両
導
入
が
、

よ
う
や
く
実
現
で
き
ま
し
た
。

仝
列
車
が
新
型
に
な
る
八
月
か

ら
は
、
快
速
列
車
な
ど
を
取
り

混
ぜ
た
ダ
イ
ヤ
改
正
や
イ
ベ
ン

ト
列
車
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
み
な
さ
ん
に
愛
さ
れ
る

鉄
道
と
し
て
、
快
適
な
運
行
と

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
全
力
を
あ

げ
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

市が交通費を半額助成

11月に市民号を運行

　

市は、越美北線を市民にもっと利用

してもらおうと、JR越前大野鉄道部と

共催で市民号を運行します。

運行日11月25口⑥～26日④1泊2日

行き先天橋立、城崎温泉方面

募集人員先着200人

参加費用未定（市が交通費の半額を

　

助成します）

募集時期9月1日（予定）

問合せ先市生活環境課またはJR越前

　

大野駅

　

詳しくは、新聞や「広報おおの」8月

号でお知らせします。

も
つ
と
活
用
し
て
ほ
し
い
助
成
制
度

　
　

団
体
が
半
額
、
回
数
券
は
2
割
の
補
助

　

平
成
三
年
度
に
お
い
て
、
越
前

人
野
駅
が
収
り
扱
っ
た
普
通
乗
巾

　

（
定
期
券
を
使
わ
な
い
）
人
数
は

ト
六
万
L
七
町
六
ト
六
人
い
ま
す
。

こ
の
・
つ
ち
団
休
東
亜
は
、
一
万
五

L
．
1
几
百
六
人
（
9
．
6
％
）
、
し
間
数

券
乗
巾
は
三
万
二
千
八
百
二
ト
ー

人
（
2
0
・
3
％
）
で
、
両
方
併
せ

て
も
普
通
乗
車
人
数
の
三
〇
％
に

し
か
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
も
回
数

券
で
乗
車
し
な
が
ら
、
助
成
を
受

け
な
か
っ
た
人
は
、
推
定
で
七
百

人
に
も
の
ぼ
り
ま
す
、

　

手
続
き
は
、
簡
単
ま
に
で
き
ま
す

の
で
、
ご
利
川
く
だ
さ
い
。

団
体
ト
五
人
以
上
の
団
体
で
利

　

川
の
場
合
、
運
賃
実
費
の
牛
額

　

を
補
助
。
二
週
間
前
ま
で
に
駅

　

で
同
体
利
用
の
手
続
き
を
し
、

　

利
用
証
明
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

回
数
券
ト
ー
枚
つ
づ
り
の
川
数

　

券
購
入
費
の
二
割
を
補
助
、
最

　

終
券
の
提
示
が
必
要
。

＊
助
成
金
は
市
生
活
環
境
課
で
交

　

付
し
ま
す
の
で
、
印
鑑
を
忘
れ

　

ず
に
。
受
付
は
午
前
9
時
か
ら

　

午
後
3
時
3
0
分
ま
で
で
す
。



スバと
や

し
き

集特
・

路線パス

一
日
の
利
用
客

た
っ
た
の
「
－
8
8
人

　

市
内
を
走
る
路
線
バ
ス
の
一
日

当
た
り
の
平
均
乗
客
数
は
、
わ
ず

か
に
百
八
十
八
人
で
す
（
図
③
参

照
）
。
最
も
多
い
六
呂
師
線
は
、

八
十
五
人
で
す
が
、
一
往
復
す
る

間
に
利
用
す
る
人
は
、
平
均
で
十

四
人
で
す
。

便
利
で
す
片
道
定
期
券

　

通
勤
や
通
学
で
は
、
大
半
が
定

期
券
を
購
入
し
ま
す
。
行
き
は
マ

イ
カ
ー
に
便
乗
す
る
と
か
、
帰
り

は
バ
ス
に
間
に
合
わ
な
い
と
か
で

定
期
券
を
買
わ
な
い
人
も
い
ま
す

　

そ
ん
な
人
の
た
め
に
、
片
道
定

期
券
が
あ
り
ま
す
。
往
復
の
ど
ち

ら
か
一
方
だ
け
の
定
期
券
で
す
。

代
金
は
普
通
定
期
券
の
半
額
で
す

が
、
京
福
バ
ス
が
運
行
し
て
い
る

路
線
に
限
り
ま
す
。

越
美
北
線
と
乗
合
バ
ス
に

乗
る
運
動

　

昭
和
六
十
二
年
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
越
美
北
線
と
乗
合
バ
ス
に
乗

る
運
動
は
、
今
年
で
六
回
目
を
迎

え
ま
す
。
夏
休
み
に
開
か
れ
る
と

あ
っ
て
、
子
供
会
育
成
会
や
家
族

連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

　

今
年
も
夏
休
み
に
開
か
れ
ま
す

が
現
在
、
よ
り
楽
し
い
行
事
を
開

こ
う
と
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

決
ま
り
次
第
、
新
聞
や
広
報
お
お

の
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
お

楽
し
み
に
。

1日当たりの乗客数（H．3）

京福電鉄大野自動車営業所

所長山川奥則さん

イ
ベ
ン
ト
な
ど
に

路
線
バ
ス
の
利
用
を

　

路
線
バ
ス
を
中
型
や
小
型
に

切
り
替
え
、
経
費
の
節
減
に
努

め
て
い
ま
す
。
路
線
バ
ス
を
維

持
し
て
い
く
た
め
、
イ
ペ
ン
ト

用
の
送
迎
や
視
察
、
町
内
の
行

事
な
ど
に
利
用
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
貸
切
バ
ス
よ
り
も
比
較

的
安
い
料
金
で
、
需
要
も
年
々

増
え
て
い
ま
す
。

乗合いバスでキャンプ場へ（昨年）

。
な
／
、
な
J
た
6
L
一
八
変
で
す

太下折一郎きん

（50歳・小矢戸）

　

福
井
に
転
勤
に
な
っ
て
以
来
、
越
美

北
線
を
利
用
し
て
十
一
年
余
り
に
な
り

ま
す
。
マ
イ
カ
ー
は
北
大
野
駅
ま
で
、

家
族
が
安
心
で
き
る
点
が
一
番
で
す
。

体
が
疲
れ
ま
せ
ん
し
、
読
書
も
で
き
ま

す
。
乗
車
時
間
が
長
い
の
が
欠
点
で
す

が
、
顔
見
知
り
に
な
っ
て
友
だ
ち
に
な

れ
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

下
唯
野
駅
か
ら
越
前
大
野
駅
ま
で
、

回
数
券
を
使
っ
て
乗
り
ま
す
。
三
年
前

か
ら
、
腰
痛
の
た
め
通
院
す
る
こ
と
が

多
く
な
り
、
週
に
三
回
以
上
は
利
用
し

ま
す
。
J
R
に
な
っ
て
か
ら
は
、
駅
員

も
親
切
で
サ
ー
ビ
ス
が
よ
く
な
り
ま
し

た
。
午
前
十
一
時
ご
ろ
の
通
過
列
車
が

停
車
す
る
と
便
利
な
ん
で
す
が
。

臼井ふさをさん

（69歳・下唯野）

高尾洋平くん
（下庄小6年・大矢戸）

　

ぽ
く
の
村
の
小
学
生
は
、
毎
朝
七
時

十
九
分
に
、
大
矢
戸
線
の
バ
ス
に
乗
り

ま
す
。
小
学
一
年
の
と
き
は
、
バ
ス
で

通
学
で
き
る
の
で
う
れ
し
か
っ
た
の
で

す
が
、
今
は
班
長
な
の
で
大
変
で
す
。

バ
ス
が
な
か
っ
た
ら
今
よ
り
一
時
間
ほ

ど
早
く
登
校
し
な
い
と
間
に
合
い
ま
せ

ん
。
ず
っ
と
存
続
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　

病
院
へ
通
院
す
る
た
め
に
、
六
間
通

り
か
ら
今
井
ま
で
、
路
線
バ
ス
堀
兼
線

を
利
用
し
て
い
ま
す
。
朝
は
、
通
勤
す

る
家
族
に
乗
せ
て
も
ら
い
ま
す
が
、
帰

り
は
バ
ス
だ
け
が
頼
り
で
す
。
昔
は
も

っ
と
本
数
が
多
か
っ
た
ん
で
す
が
、
今

は
、
お
年
寄
り
と
子
供
し
か
利
用
し
ま

せ
ん
か
ら
、
仕
方
が
な
い
で
す
ね
。

寺西いさをさん
（77歳・今井）



制
賢
回
と
習
2
図
男
が
ツ
段

　
　
　

モ
ニ
タ
ー
に
1
5
人
を
委
嘱

　

市
は
こ
の
ほ
ど
、
平
成
四
年
度

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
に
ト
五
人
の

方
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
消
費
者
行
政
の

効
果
的
な
推
進
を
図
る
た
め
、
昭

和
五
十
年
度
か
ら
設
け
ら
れ
、
消

費
者
と
行
政
の
パ
イ
プ
役
と
な
っ

て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
モ
ニ
タ
ー

の
活
動
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

①
消
費
者
か
ら
の
相
談
や
苦
情
を

　

受
け
付
け
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

　

た
り
、
行
政
機
関
に
適
切
な
処

　

置
を
申
し
入
れ
ま
す
。

①
不
当
な
表
示
や
危
険
な
商
品
、

　

悪
質
な
訪
問
販
売
な
ど
を
監
視

　

し
、
行
政
機
関
に
通
報
し
ま
す
。

③
消
費
者
行
政
に
つ
い
て
の
意
見

や
要
望
を
提
出
し
た
り
、

消
費
生
活
に
関
す
る
情
報

を
提
供
し
ま
す
。

　

市
で
は
随
時
、
消
費
生

活
モ
ニ
タ
ー
懇
談
会
を
開

い
て
意
見
交
換
を
行
い
、

行
政
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
市
生
活
環
境
課
に
「
消
費

者
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
設
け
て
お

り
、
消
費
生
活
に
お
け
る
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
情
報

も
モ
ニ
タ
ー
と
の
連
絡
を
密
に
し

て
、
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止
や
処

理
に
努
め
ま
す
。

　

モ
ニ
タ
ー
の
み
な
さ
ん
は
、
消

費
者
問
題
に
感
心
が
高
く
、
仕
事

に
熱
意
を
持
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

消
費
生
活
土
の
こ
と
で
、
不
審
な

こ
と
や
お
困
り
の
場
合
は
、
お
気

軽
に
最
寄
り
の
モ
ニ
タ
ー
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

前
列
左
か
ら
宮
本
j
、
山
崎
j
、
松
田

文
j
、
柳
内
～
、
山
田
j
、
佐
藤
～
、

筒
＃
j
、
間
宮
j
、
後
列
左
か
ら
北
山

j
、
前
田
j
、
兼
＃
j
、
安
倍
j
、
木

戸
口
j
、
松
田
照
j
、
多
田
j

市消費生活モニター名簿

氏名 住所 電話

宮本真佐子 高砂町8－9 66－0472

山崎道子 本町4－10 66－2028

松田文江 本町9－16 66－3740

柳内清子 月美町4－2 65－6535

山田さだ子 中荒井2－108 65－5503

佐藤千恵子 陽明町2－406 65－0801

筒井鶴子 陽明町1－909 66－4742

間宮裕子 庄林9－4－32 65－6776

北山よし子 牛ヶ原28－22 65－4509

前田啓子 右近次郎33－23 65－4240

兼井洋子 今井15－8 65－8250

安倍典子 森山20－13 65－8229

木戸日鈴子 下麻生島11－3－3 65－0526

松田照子 上野63－7 65－8765

多田文子 松丸31－13 67－1307

（sl。吸尹ド114「琴一zす

消費生活講座

研修会などを

支援します

　

大
野
市
く
ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

は
、
次
の
三
人
で
す
。

●
長
谷
川
佳
子
さ
ん
（
春
日
2
）

　
　
　
　
　

豊
6
5
・
O
八
χ
）
7
0

●
北
岑
和
代
さ
ん
（
牛
ヶ
原
）

　
　
　
　
　

豊
6
6
・
C
S
l
C
O
I
―
I
I
上
n

●
長
田
佐
知
子
さ
ん
（
開
発
）

　
　
　
　
　

豊
6
4
・
。
―
I
C
v
l
＾
＝
＃
O
O

　

く
ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、

多
様
化
し
た
消
費
生
活
上
の
諸
問

題
に
対
処
し
、
消
費
者
の
利
益
を

守
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
職
務
は
、
消
費
生
活
相
談

の
ア
ド
バ
イ
ス
や
講
座
・
研
修
な

ど
の
支
援
活
動
で
す
。
昨
年
は
、

高
校
や
集
落
で
開
か
れ
た
悪
徳
商

法
や
食
品
添
加
物
な
ど
の
研
修
会

な
ど
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

保
育
料
2
年
ぶ
り
に
ア
ッ
プ

　
　
　
　

4
月
分
か
ら
1
・
9
9
％

　

市
保
育
料
徴
収
基
準
審
議
会
が

四
月
二
十
四
口
に
開
か
れ
、
保
育

料
を
平
均
一
・
九
九
％
引
き
上
げ

る
よ
う
答
申
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
国
の
保
育
料
徴
収
基

準
が
七
・
こ
％
引
き
土
げ
ら
れ
た

た
め
で
す
。
保
育
料
は
、
所
得
税

額
に
よ
っ
て
二
十
二
の
階
層
に
分

か
れ
て
い
ま
す
が
、
ど
の
階
層
も

国
の
徴
収
基
準
と
の
差
を
八
六
％

前
後
に
な
る
よ
う
配
慮
。
引
き
土

げ
幅
は
、
百
円
か
ら
千
三
百
円
ま

で
と
な
っ
て
い
る
反
面
、
所
得
の

低
い
階
層
で
は
、
四
百
五
上
円
か

ら
二
千
百
円
減
額
さ
れ
て
い
ま
す
。

荒島保育園



市資源有効利用促進事業

64団体が資源ごみ314り回収

補助金交付総額は約巧9万円に

　

ご
み
の
減
量
化
と
資
源
の
有
効
利
用
を
目
的

に
、
昨
年
八
月
ス
タ
ー
ト
し
た
資
源
ご
み
回
収

は
、
六
十
四
団
体
が
三
百
十
七
ト
ン
余
り
の
古

紙
や
古
繊
維
を
回
収
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
立

木
で
換
算
す
る
と
約
六
千
本
に
値
し
ま
す
。

　

資
源
ご
み
の
内
訳
は
、
新
聞
紙
が
最
も
多
く

百
五
十
九
ト
ン
、
次
い
で
雑
誌
が
百
二
十
七
ト

ン
、
段
ボ
ー
ル
二
十
四
ト
ン
、
布
類
七
ト
ン
と

な
っ
て
い
ま
す
。
登
録
団
体
は
、
子
供
会
や
育

成
会
が
圧
倒
的
に
多
く
三
十
九
団
体
、
婦
人
会

が
十
一
、
町
内
会
が
七
、
P
T
A
が
五
、
青
壮

年
会
が
二
団
体
の
順
で
し
た
。

　

市
は
、
当
初
予
算
で
キ
ロ
当
た
り
五
円
、
二

百
ト
ン
分
（
百
万
円
）
の
補
助
金
を
見
て
い
ま

し
た
が
、
は
る
か
に
上
回
る
百
五
十
八
万
八
千

円
の
補
助
金
が
必
要
と
な
る
う
れ
し
い
誤
算
に

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昭
和
六
十
三
年
度
か
ら
続
け
ら
れ
て

い
る
空
き
び
ん
回
収
も
市
民
の
間
に
定
着
し
、

昨
年
を
十
六
ト
ン
上
回
る
百
八
十
六
ト
ン
が
回

収
さ
れ
ま
し
た
。
奨
励
金
は
キ
ロ
当
た
り
四
円

交
付
さ
れ
、
総
額
は
約
七
十
三
万
円
で
し
た
。

資
源
ご
み
回
収
運
動
に
取
り
組
ん
だ
6
4
団
体

矢
育
成
会
・
高
砂
―
区
婦
人
会
・
南
新
在
家
育
成
会
・
陽
明
3
子
供
育
成
会
・
本
町
1
下
婦

人
会
・
西
里
町
内
会
・
大
矢
戸
子
供
育
成
会
・
北
御
門
育
成
会
・
春
日
3
東
区
・
小
山
小
P

T
A
・
富
田
小
P
T
A
・
御
給
子
供
育
成
会
・
陽
明
2
子
供
会
・
新
庄
子
供
育
成
会
・
春
日

中
区
婦
人
会
・
篠
座
町
育
成
会
・
天
神
町
婦
人
会
・
春
日
1
上
区
婦
人
会
・
新
町
町
内
会
・

三
番
下
婦
人
会
・
ふ
く
べ
子
供
会
育
成
会
・
医
王
寺
子
供
会
・
陽
明
I
育
成
会
・
城
町
3
区

婦
人
の
つ
ど
い
・
吉
子
供
会
・
高
砂
2
区
・
中
荒
＃
2
育
成
会
・
春
日
3
上
区
育
成
会
・
泉

町
3
区
育
成
会
・
西
部
児
童
セ
ン
タ
ー
わ
か
ば
会
母
親
ク
ラ
ブ
・
若
里
町
育
成
会
・
春
日
野

町
内
会
・
東
中
野
町
子
供
会
・
有
終
東
小
P
T
A
・
い
な
や
ま
保
育
園
保
護
者
会
・
阪
谷
小

P
T
A
・
中
荒
＃
2
青
年
会
・
中
据
子
供
会
・
本
町
4
区
町
内
会
・
大
野
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
・
乾
側
地
区
婦
人
会
・
春
日
1
上
区
育
成
会
・
明
倫
5
区
育
成
会
・
春
日
3
中
区
育
成
会
・

城
北
町
育
成
会
・
春
日
2
西
区
子
供
会
育
成
会
・
中
挟
2
区
青
葉
会
・
清
和
町
内
会
・
西
市

婦
人
会
・
城
町
2
区
育
成
会
・
阿
難
祖
地
頭
方
子
供
育
成
会
・
泉
町
2
区
子
供
育
成
会
・
水

落
2
区
子
供
育
成
会
・
陽
明
－
1
2
育
成
会
・
中
津
川
子
供
育
成
会
・
堂
本
育
成
会
・
小
矢

戸
子
供
会
・
上
篠
座
2
区
育
成
会
・
庄
林
子
供
会
育
成
会
・
日
吉
6
区
子
供
会
・
東
中
津
川

子
供
会
・
西
山
子
供
育
成
会
・
下
中
野
子
供
育
成
会

エキサイティング

スポーツ

情報

第
3
5
回
市
民
総
合
体
育
大
会
夏
季
大
会

男
r
硲
汐
あ
汐
砂
炎
圃
国
回
Ｓ

　

第
三
十
五
回
市
民
総
合
体
育
大

会
夏
季
大
会
が
、
6
月
1
4
日
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
今
大
会
か
ら
、
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
が
公
開
競
技

　

（
得
点
に
関
係
し
な
い
）
と
な
る

ほ
か
、
陸
上
競
技
で
は
、
小
学
生

の
参
加
種
目
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

種
目
ご
と
の
日
程
と
会
場
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
】

日
時
6
月
1
4
日
午
前
8
時
3
0
分

会
場
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
女
】

日
時
6
月
1
4
日
午
前
8
時
3
0
分

会
場
エ
キ
サ
イ
ト
広
場
体
育
館

　

【
卓
球
】

日
時
6
月
1
4
日
午
前
8
時
3
0
分

会
場
開
成
中
学
校

　

【
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
】

日
時
6
月
1
4
日
午
前
8
時

会
場
市
営
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

　

【
相
撲
】

日
時
6
月
1
4
日
午
前
8
時
3
0
分

会
場
エ
キ
サ
イ
ト
広
場
相
撲
場

　

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】

日
時
6
月
1
4
日
午
前
8
時
3
0
分

会
場
有
終
西
小
学
校

　

【
陸
上
男
女
】

日
時
6
月
2
8
日
午
前
9
時

会
場
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

　

ル
、
陸
上
は
、
雨
天
中
止
と
な

　

り
ま
す
。

●
B
＆
G

　
　

海
洋
セ
ン
タ
ー

《
初
級
児
童
水
泳
教
室
》

対
象
泳
げ
な
い
小
学
生
男
女

期
間
7
月
5
日
～
8
月
3
0
日
の

　

毎
週
日
曜
日

　

午
前
9
時
3
0
分
～
1
1
1
1
一
時
3
0
分

　

《
中
級
児
童
水
泳
教
室
》

対
象
多
少
泳
げ
る
小
学
生
男
女

期
間
7
月
8
日
～
8
月
2
6
日
の

　

毎
週
水
曜
日
と
8
月
3
0
日

　

午
後
7
時
3
0
分
～
9
時

　

《
親
子
水
泳
教
室
》

対
象
5
歳
以
上
の
子
ど
も
と
親

期
間
7
月
5
日
～
8
月
3
0
日
の

　

毎
週
日
曜
日

　

午
前
9
時
3
0
分
～
H
時
3
0
分

　

《
レ
デ
ィ
ー
ス
水
泳
教
室
》

対
象
中
学
生
以
上
の
女
子

期
間
7
月
1
0
日
～
2
8
日
の
毎
週

　

金
曜
日
午
後
7
時
3
0
分
～
9
時

▼
申
込
方
法
7
月
2
日
ま
で
に

　

B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
（
稲
郷

　

4
3
－
1
7
－
I
豊
6
4
・
1
3
1
1
）

　

へ
（
保
険
料
は
実
費
）

●
市
民
テ
ニ
ス
大
会

　
　
　
　
　
　
　

j
日
時
6
月
2
1
日
日

　
　
　
　
　
　
　

ぐ

　

午
前
8
時
3
0
分

会
場
明
治
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

種
目
男
子
・
女
子
ダ
ブ
ル
ス

参
加
費
一
組
1
0
0
0
円

参
加
資
格
市
民
ま
た
は
市
内
の

　

事
業
所
に
勤
務
す
る
人

　
　
　
　
　
　
　

丿
申
込
6
月
1
2
日
金
ま
で
に
、
藤

　
　
　
　
　
　
　

ぐ

　

井
良
（
天
神
町
7
－
H
容
6
5
・

　

只
）
7
7
7
）
ふ
ま
で

●
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
ナ
イ

　

タ
ー
の
抽
選
は
第
3

　

金
曜
日

　

毎
月
行
わ
れ
る
グ
ラ
ウ
ン
ド

や
ナ
イ
タ
ー
の
抽
選
日
が
、
第

3
金
曜
日
に
変
わ
り
ま
し
た
。

対
象
施
設
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

東
西
、
陽
明
中
・
尚
徳
中
・

　

上
庄
中
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

抽
選
時
間
と
会
場
午
後
6
時

　

か
ら
、
エ
キ
サ
イ
ト
広
場
会

　

議
室
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歯槽膿漏を考える

歯
の
成
人
病
と
い
わ
れ

思
わ
ぬ
病
気
の
引
き
金
に

　

歯
の
成
人
病
と
呼
ぼ
れ
る
歯
槽
膿
漏
は
、
虫
歯
と
並
ぶ

□
の
中
の
病
気
の
横
綱
で
す
。
五
十
年
と
い
わ
れ
る
日
本

人
の
歯
の
寿
命
を
伸
ぼ
す
た
め
、
厚
生
省
で
は
、
八
十
歳

で
二
十
本
の
歯
を
残
そ
う
と
ハ
○
二
〇
運
動
を
進
め
て
い

ま
す
。
歯
の
病
気
を
放
置
し
て
お
く
と
思
わ
ぬ
病
気
に
な

り
ま
す
。
「
病
は
歯
か
ら
」
で
あ
る
こ
と
を
お
忘
れ
な
く
。

　

四
十
歳
を
過
ぎ
れ
ば
、
ほ
と
ん

ど
の
人
が
か
か
っ
て
い
る
と
も
い

わ
れ
る
歯
槽
膿
漏
。
放
置
し
て
お

く
と
「
歯
な
し
」
の
原
因
に
な
っ

た
り
、
他
の
病
気
の
引
き
金
に
も

な
り
ま
す
。

　

あ
な
た
の
歯
は
大
丈
夫
で
す
か

歯
槽
膿
漏
チ
ェ
ッ
ク
表
で
確
か
め

て
み
て
く
だ
さ
い
。
歯
ぐ
き
か
ら

血
が
で
た
ら
要
注
意
で
す
。
歯
科

医
の
検
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

歯
槽
膿
漏
は

　
　
　

こ
う
進
む

　

歯
ぐ
き
が
腫
れ
て
押

す
と
血
が
で
た
り
ひ
ど

く
な
る
と
う
み
が
で
て

最
後
に
は
歯
が
抜
け
て

し
ま
う
の
が
歯
槽
膿
漏

で
す
。
原
因
は
口
の
中

に
い
る
細
菌
が
、
食
べ

か
す
に
集
ま
っ
て
作
る

歯
垢
で
す
。
こ
れ
が
石

灰
化
し
て
歯
石
が
で
き

る
と
歯
ぐ
き
を
刺
激
し

て
炎
症
が
起
こ
り
ま
す
。

放
っ
て
お
く
と
炎
症
が

広
が
り
、
歯
が
歯
ぐ
き

か
ら
は
が
れ
、
そ
こ
に

う
み
が
た
ま
っ
て
ポ
ケ
ッ

卜
が
で
き
ま
す
。
ど
ん
ど
ん
深
く

な
る
と
歯
を
支
え
る
歯
槽
骨
ま
で

破
壊
さ
れ
、
歯
が
抜
け
落
ち
ま
す
。

予
防
の
ポ
イ
ン
ト

歯
垢
を
作
ら
な
い
よ
う
に
、
3

1
3
－
3
式
（
毎
食
後
3

回
、
3
分
以
内
に
、
3
分
間
）
で

し
っ
か
り
歯
磨
き
を
す
る
。

歯
ブ
ラ
シ

は
、
毛
束
の
脇
で

磨
く
人
は
か
た
め

の
も
の
を
、
毛
先
で
磨
く
人
は
柔

ら
か
い
も
の
を
選
ぶ
。

歯
石
を
定
期
的
に
歯
医
者
さ
ん

で
除
去
し
て
も
ら
う
。

歯
ぎ
し
り

の
ひ
ど
い
人
は
早

め
に
治
し
、
原
因

と
な
る
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
。

食
事
は
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
も

の
を
心
が
け
る
。
特
に
歯

垢
を
作
り
や
す
く
す
る
糖
分
を
控

え
る
。

歯
と
歯
ぐ
き

を
鍛
え
る
た
め

よ
く
か
ん
で
ゅ

つ
く
り
食
べ
る
。
歯
ぐ
き
の
血
行

を
よ
く
す
る
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
ジ
ョ

ギ
ン
グ
な
ど
の
運
動
も
効
果
的
。

歯槽膿漏チェック表

①歯ぐきがピンクで、ひきしまっているO点

②歯ぐきが紫色や赤色になっている5

③歯ぐきがむずがゆく、歯がうく感じがする5

④リンゴなどをかじると血がでる5

⑤起きた時、口の中ガネバネバする10

⑥歯ぐきがはれて、ブヨブヨする10

⑦何もしないのに歯ぐきから血が出たことがある15

⑧歯がういて、ものがかめない15

⑨冷たい水でうがいをするとしみる15

合計 点
判定

▼0点あなたの歯ぐきは現在健康です。これからも予

防に心がけましょう。

▼5～25点あなたの歯ぐきは要注意。歯科医の健診を

受けましょう。

▼30点以上あなたは歯槽膿漏の疑いがあります。すぐ

歯科医の健診を受けましょう。

資料参考闘ライオン統計衛生研究所
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暮
ら
し
の

　

「
ア
吟
流
々
ス

（？回図品＠徊回、回翻ぬは人集め

催眠（SF）商法は

高額商品の販売が目的

　

最
近
、
市
内
で
日
用
品
な
ど
を
格
安
で
売
っ
た
り
、
無

料
で
配
布
し
た
り
し
て
、
最
後
に
磁
気
マ
ッ
ト
レ
ス
や
布

団
を
売
る
業
者
が
県
外
か
ら
来
て
い
ま
す
。
巧
み
な
話
術

で
お
も
し
ろ
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
比
較
的
時
間
に
余
裕
の

あ
る
お
年
寄
り
が
出
か
け
て
い
き
、
被
害
者
意
識
も
な
く

高
価
な
商
品
を
買
い
込
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

事
例

　

村
の
河
原
付
近
に
テ
ン
ト
が
張
っ

て
あ
っ
た
の
で
、
何
か
と
思
っ
て

そ
こ
へ
行
っ
た
ら
、
十
四
、
五
人

ほ
ど
の
人
が
集
ま
っ
て
い
た
。
し

ば
ら
く
す
る
と
男
の
人
が
二
、
三

人
出
て
き
て
、
バ
ケ
ツ
を
配
り
は

じ
め
た
。
ほ
か
に
も
い
ろ
い
ろ
な

商
品
を
出
し
て
き
て
説
明
が
始
ま
っ

た
。
最
後
に
羽
毛
布
団
の
説
明
に

な
り
、
「
こ
の
布
団
は
遠
赤
外
線

の
効
果
に
よ
り
、
病
気
の
予
防
に

も
な
る
。
こ
の
品
物
は
三
十
一
万

円
だ
が
、
今
日
の
人
に
は
特
別
六

万
円
安
く
し
、
二
十
五
万
円
に
す

る
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
払
い
に
す
れ
ば

月
々
一
万
円
払
う
だ
け
じ
ゃ
な
い

で
す
か
」
と
い
わ
れ
、
つ
い
購
入

の
契
約
を
し
て
し
ま
い
、
そ
の
場

で
一
万
円
払
っ
て
し
ま
っ
た
。
家

に
帰
っ
て
考
え
て
み
る
と
、
い
ら

な
い
よ
う
に
思
う
の
で
解
約
し
た

い
の
だ
が
。

　

こ
の
商
法
は
、
催
眠
（
S
F
）

商
法
と
い
い
ま
す
。
安
価
な
日
用

品
や
食
料
品
な
ど
を
無
料
で
配
っ

た
り
、
格
安
な
値
段
で
販
売
す
る

な
ど
、
買
わ
な
け
れ
ば
損
を
す
る

よ
う
な
雰
囲
気
づ
く
り
を
し
、
ま

る
で
催
眠
術
に
で
も
か
け
る
よ
う

に
、
消
費
者
を
話
し
に
引
き
込
ん

で
い
き
ま
す
。
一
種
の
興
奮
状
態

に
し
て
冷
静
な
判
断
力
を
失
っ
た

と
こ
ろ
で
、
高
価
な
商
品
を
購
入

さ
せ
る
の
が
特
徴
で
す
。

会
場
へ
は
出
か
け
な
い

い
っ
た
ん
そ
の
会
場
に
入
っ
て

し
ま
う
と
、
た
い
て
い
の
人
は
会

場
の
雰
囲
気
に
の
ま
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
次
第
に
判
断
力
を
失
い
、

高
価
な
商
品
で
あ
る
こ
と
や
、
本

当
に
必
要
な
も
の
か
ど
う
か
を
考

え
ず
に
、
つ
い
契
約
し
て
し
ま
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

後
で
後
悔
し
な
い
た
め
に
も
、

要
は
そ
の
よ
う
な
会
場
に
は
出
か

け
て
行
か
な
い
こ
と
が
肝
心
な
の

で
す
。

契
約
解
除
は

　
　
　
　

8
日
以
内
に

　

万
が
一
契
約
し
た
と
し
て
も
、

契
約
を
し
た
日
を
含
め
て
八
日
間

以
内
（
休
日
も
含
ま
れ
る
）
で
あ

れ
ば
、
無
条
件
で
契
約
を
解
除
で

き
る
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
（
頭
を
冷

や
す
と
い
う
意
味
）
制
度
が
適
用

で
き
ま
す
。
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
は
、

法
律
に
よ
り
書
面
で
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
電
話
で
は
証
拠

が
残
り
ま
せ
ん
か
ら
、
簡
易
書
留

　

（
ハ
ガ
キ
で
よ
い
）
か
内
容
証
明

郵
便
で
行
う
の
が
確
実
で
す
。

　

高
齢
化
社
会
が
急
速
に
進
む
中
、

お
年
寄
り
に
対
す
る
悪
質
な
商
法

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
被
害
を
な

く
す
に
は
、
ふ
だ
ん
か
ら
お
年
寄

り
と
家
族
、
地
域
ぐ
る
み
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切
で
す
。
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私4，4r｀Cこ，そ

広
い
会
場
に
は
移
動
式
ス
ピ
ー
カ
ー
を

　

昨
年
、
市
老
連
の

体
育
大
会
が
エ
キ
サ

イ
ト
広
場
体
育
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
と
き
最
も

い
ら
だ
た
し
く
て
困
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ほ
ど
騒
々
し

か
っ
た
わ
け
で
も
な
い
の
に
、
進

行
係
が
マ
イ
ク
を
使
っ
て
話
す
こ

と
ば
が
、
音
量
は
あ
っ
て
も
何
を

話
し
て
い
る
の
か
わ
か
ら
ず
、
じ

れ
っ
た
い
思
い
を
し
た
の
で
す
。

　

後
日
、
参
加
者
に
聞
い
て
み
て

も
、
み
ん
な
同
感
だ
と
い
い
ま
す
。

体
育
館
だ
か
ら
反
響
音
防
止
設
備

が
し
て
な
い
の
で
仕
方
が
な
い
よ

と
言
う
人
も
い
ま
す
が
、
こ
と
ば

が
わ
か
ら
な
い
の
で
は
、
ど
う
し

よ
う
も
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

市
老
連
の
体
育
大
会
は
毎
年
あ

り
ま
す
。
市
で
、
両
側
の
中
間
に

お
く
移
動
式
ス
ピ
ー
カ
ー
を
一
組

購
入
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で

す
。
市
民
会
館
や
有
終
会
館
な
ど

の
広
い
建
物
で
の
講
演
会
に
も
、

同
じ
よ
う
な
も
の
を
設
置
す
る
と

お
年
寄
り
や
後
方
座
席
の
人
に
は

た
い
へ
ん
助
か
り
ま
す
。
ぜ
ひ
お

願
い
し
ま
す
。

　
　

（
出
村
清
7
3
歳
・
中
据
）

　

日
ご
ろ
、
社
会
体

育
の
振
興
と
健
康
づ

く
り
の
推
進
に
ご
尽

力
を
た
ま
わ
り
、
併
せ
て
エ
キ
サ

イ
ト
広
場
体
育
施
設
を
活
用
い
た

だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ご
指
摘
に
も
あ
り
ま
す
よ
う
に

エ
キ
サ
イ
ト
広
場
体
育
館
に
は
、

館
内
の
放
送
設
備
を
整
え
て
お
り

ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
ほ
か
の
文

化
施
設
と
異
な
っ
て
、
音
響
効
果

が
発
揮
で
き
る
よ
う
な
構
造
に
は

な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め

音
量
や
マ
イ
ク
の
設
定
が
適
切
で

な
い
と
聞
き
づ
ら
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

ご
要
望
の
あ
り
ま
し
た
移
動
式

ス
ピ
ー
カ
ー
は
、
今
後
十
分
検
討

し
ま
す
の
で
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

　
　
　

（
体
育
課
長
稲
葉
一
夫
）

急が綺総

駐
輪
場
の
指
導
員
を
務
め
る

細
井
清
作
さ
ん
（
8
3
歳
・
中
挟
2
）

田
中
清
え
（
7
1
歳
・
本
町
）

　

今
年
の
四
月
か
ら
、
J
R
越
前

大
野
駅
北
隣
に
自
転
車
専
用
駐
車

場
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
こ
の

施
設
で
、
利
用
者
の
指
導
に
あ
た
っ

て
い
る
の
が
、
細
井
清
作
（
写
真

右
）
さ
ん
と
田
中
清
さ
ん
で
す

二
人
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

か
ら
派
遣
さ
れ
、
一
週
間
交
替
で

早
朝
の
六
時
か
ら
八
時
ま
で
指
導

に
あ
た
り
ま
す
。

　

細
井
さ
ん
は
、
「
高
校
生
の
利

用
が
い
ち
ば
ん
多
い
で
す
。
六
時

に
来
る
と
、
七
十
台
ほ
ど
自
転
車

が
あ
り
ま
す
が
、
大
半
は
市
外
か

ら
通
学
す
る
高
校
生
が
、
学
校
を

往
復
す
る
た
め
の
自
転
車
で
す
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

駅
前
の
歩
道
に
乱
雑
に
と
め

て
あ
っ
た
自
転
車
が
な
く
な
り
、

駅
前
広
場
が
す
っ
き
り
し
て
広

く
感
じ
ま
す
。
「
旅
行
に
出
か

け
る
の
で
、
三
日
間
と
め
さ
せ

て
く
だ
さ
い
と
言
わ
れ
る
方
も

あ
れ
ば
、
発
車
時
刻
ぎ
り
ぎ
り

に
来
て
、
歩
道
に
お
い
た
ま
ま

駆
け
足
で
行
く
人
も
あ
り
ま
す

よ
」
と
田
中
さ
ん
。

　

今
の
と
こ
ろ
、
二
人
が
し
っ

か
り
目
を
光
ら
せ
て
い
る
お
か

げ
で
、
駐
車
場
に
は
整
然
と
自

転
車
が
並
び
、
駅
前
に
は
一
台

も
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
市
は
定

期
的
に
放
置
自
転
車
の
チ
ェ
ッ

ク
を
す
る
予
定
で
す
が
、
一
台

も
該
当
車
が
な
い
よ
う
に
し
て

ば
し
い
も
の
で
す
。

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意

見
な
ど
を
、
ハ
ガ
キ
で
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く

だ
さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で

す
が
、
住
所
・
氏
名
の
な
い
も

の
は
採
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
唇
9
1
2
大
野
市

天
神
町
一
－
一
市
役
所
秘
書

広
報
課
広
報
広
聴
係
」
で
す
。

’
お
知
ら
焚

・
繊
維
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

　

ク
ー
ル
の
作
品
募
集

作
品
の
内
容
繊
維
の
イ
メ
ー

　

ジ
を
象
徴
し
、
「
お
お
の
」

　

ま
た
は
こ
れ
を
連
想
さ
せ
る

　

標
語
を
入
れ
た
作
品

規
格
A
2
判
の
画
用
紙
ま
た

　

は
ヶ
ン
ト
紙
で
一
人
I
点

対
象
一
般
市
民
、
高
校
生

締
切
9
月
3
0
日
④
ま
で

賞
理
事
長
賞
、
優
秀
賞
、
佳

　

作
、
参
加
賞

　

詳
し
く
は
、
大
野
織
物
工
業

　

協
同
組
合
（
元
町
1
－
1
き

　

6
6
・
4
5
0
0
）
ま
で
。

…
か
ん
ぼ
作
文
コ
ン

　

ク
ー
ル
の
作
品
募
集

テ
ー
マ
課
題
の
部
＝
簡
易
保

　

険
に
関
係
が
あ
る
も
の
。
地

　

球
が
く
れ
た
す
て
き
な
も
の

　

自
由
題
の
部
＝
日
ご
ろ
考
え

　

て
い
る
こ
と
、
思
っ
て
い
る

　

こ
と
、
感
動
し
た
こ
と
な
ど

応
募
資
格
小
学
5
・
6
年
生

　

と
中
学
生

応
募
方
法
4
0
0
字
詰
め
原
稿
用

　

紙
3
～
4
枚
に
書
い
て
、
学

　

校
を
通
じ
て
応
募

締
切
6
月
3
0
日
囚
ま
で

問
合
わ
先
大
野
郵
便
局
保
険

　

課
（
豊
6
6
・
3
1
0
0
）
ま

　

で



石
畳
舗
装
の
上
で
七
間
山
菜
フ
ー
ド
ピ
ア

　

旬
の
山
菜
が
豊
富
に
な
ら
ぶ
恒
例
の
七
間
山
菜
フ
ー
ド
ピ
ア
が
5
月
1
6
日
。

1
7
日
の
2
日
間
、
盛
大
に
開
か
れ
ま
し
た
。
石
畳
舗
装
に
あ
わ
せ
て
、
民
家
を

改
造
し
た
「
お
休
み
処
七
間
本
陣
」
や
レ
ト
ロ
調
の
街
路
灯
、
石
柱
道
し
る
べ
、

放
送
設
備
な
ど
も
完
成
。
す
っ
か
り
様
変
わ
り
し
た
七
間
通
り
に
、
訪
れ
た
観

光
客
は
、
山
菜
を
手
に
し
な
が
ら
見
学
し
て
い
ま
し
た
。

「緑の大使」が植樹

有終公園にカルミア30本

　

福
井
市
の
自
動
車
販
売
店
が
展
開

す
る
グ
リ
ー
ン
グ
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
「
緑
の
大
使
」
と
し
て
、
9
2
ミ

ス
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
日
本
代
表
の

山
口
恵
美
さ
ん
が
来
市
。
4
月
2
8
日
、

山
内
市
長
ら
と
と
も
に
、
有
終
公
園

に
カ
ル
ミ
ア
（
ア
メ
リ
カ
シ
ャ
ク
ナ

ゲ
）
の
苗
木
3
0
本
を
植
樹
し
ま
し
た
。

カ
ル
ミ
ヤ
は
ツ
ツ
ジ
科
の
常
緑
低
木

で
、
コ
ン
ペ
イ
ト
ウ
の
よ
う
な
花
を

咲
か
せ
ま
す
。

虹色の四季鮮やかに

AY・○虹の四季展

　
　

「
虹
の
画
家
」
と
呼
ば
れ
る
愛
嘔

の
最
新
作
を
版
画
に
し
た
「
A
Y
・

O
虹
の
四
季
展
」
が
、
4
月
2
6
日
か

ら
5
月
6
日
ま
で
越
前
信
金
本
店
ホ
ー

ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。
市
内
で
は
4

年
ぶ
り
の
作
品
展
は
、
A
Y
・
O
と

交
流
の
深
い
堀
栄
治
さ
ん
（
6
7
歳
・

清
和
町
）
が
企
画
。
B
O
X
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
お
馴
染
み
と
あ
っ
て
、
連
休

の
期
間
中
多
く
の
市
民
が
訪
れ
、
作

品
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

真名川にアマゴ

5000匹を放流

　

4月28日、真名川にアマゴ約5000匹

が放流されました。市内の養魚場で養

殖されたアマゴは、体長10Fから20F。

放流直後は戸惑っていたアマゴも、水

に慣れると元気よく散っていきました。

漁期はすでにスタートしており、渓流

の女王ともいわれるアマゴを追う県内

外からの渓流ファンを魅了します。

タイの農業研修生

市長を表敬訪問

　

4月29日、タイからの農業研修生ス

タン・カムターさん（22歳）が、山内

市長を表敬訪問しました。毎年、海外

からの研修生を受け入れている建石正

治さん（五条方）宅で、7ヵ月間泊ま

り込み農業全般について学びます。ス

タンさんは、母国で水稲9．6μと豚4

頭を経営していおり、いろいろな技術

を身につけたいと話していました。

S弓（恥色湯



勁思（硲臓n

全
面
改
築
し
た
和
光
園
、
ゆ
っ
た
り
二
人
部
屋
に

　

2
年
が
か
り
で
改
築
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
た
養
護
老
人
ホ
ー
ム
和
光
園
が

完
成
し
、
5
月
1
8
［
に
落
成
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
し
い
建
物
は
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
2
階
建
て
、
延
べ
三
1
平
方
び
で
、
全
室
冷
暖
房
完
備
の
ゆ
っ

た
り
し
た
2
人
部
屋
。
体
の
不
自
巾
な
人
用
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
設
置
さ
れ
た

ほ
か
、
2
階
に
は
テ
ラ
ス
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

三番通り商店街に

　

鯉のぼりの群れ

　

5
月
1
7
［
、
三
番
通
り
の
両
側
に

鯉
の
ぼ
り
約
二
〇
〇
匹
が
出
現
し
市

民
を
驚
か
せ
ま
し
た
。
二
番
商
店
街

振
興
会
が
、
于
づ
く
り
の
イ
ベ
ン
ト

で
連
帯
感
を
高
め
よ
う
と
計
画
。
一

般
市
民
に
呼
び
か
け
て
、
使
わ
れ
な

く
な
っ
た
鯉
の
ぼ
り
を
集
め
、
5
月

2
4
日
ま
で
の
イ
ベ
ン
ト
期
間
中
、
泳

が
せ
た
も
の
で
す
。
商
店
街
で
は
、

来
年
も
f
定
し
て
お
り
、
さ
ら
に
鯉

の
ぼ
り
を
集
め
る
そ
う
で
す
、

市民大学講座

「万葉の歌人たち」始まる

　

恒
例
の
市
民
大
学
講
座
が
、
5
月

1
6
日
か
ら
7
タ
ー
ト
。
有
終
会
館
の

会
場
に
は
、
約
1
3
0
人
の
市
民
が
参
加

し
、
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
、
市
民

大
学
講
座
は
1
5
回
シ
リ
ー
ズ
で
土
曜

日
の
午
後
2
時
か
ら
開
か
れ
ま
す
。

6
回
目
ま
で
は
、
坂
井
農
高
の
藤
井

教
諭
に
よ
る
「
万
葉
の
歌
人
た
ち
」

で
す
、
5
月
3
1
日
に
は
、
河
原
哲
郎

さ
ん
に
よ
る
大
野
城
や
内
山
家
の
一

目
探
訪
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

七間商店街の一画に

　　

七間本陣か完成

　

調和のとれた景観を目指している七

間商店街の一角に、切り妻造りの「お

休み処七間本陣」が完成しましたい県

のハイマート21モデル事業に着手した

同商店街振興組合が造ったもので、艇

示コーナーや休憩室（10畳）、ミニ庭閲。

トイレなどが設けられています。七間

通りには、32基の街路灯や石柱道しる

べ、放送設備も取り付けられました。

Z ・ ． ． ・ ■ ・ ・ ． ・ ・ ． ． ｜ I ． ・ ・

大野酒造組合が

「華越前地酒物語」田植え編

　

県の新しい銘柄米ハナエチゼンを使っ

ての新酒開発を、大野酒造組合が企皿

しました。ハナエチゼンは飯米ですが、

試験醸造の結果、粒が大きいため麹か

作りやすく、味もまろやか。開発には

消費者も参加してもらおうと、六M師

の水田で田植えの体験会。約20人の参

加者らは悪戦苦闘した後、試験醸造し

たお酒を味わいました。



お
知
ら
せ

1月‘

●
県
政
バ
ス
教
室

　
　
　
　
　
　

（
産
業
号
）

日
時
6
月
1
0
日
④
出
発
午
前

　

8
時
3
0
分

集
合
場
所
J
R
大
野
駅
前

コ
ー
ス
J
R
大
野
駅
～
テ
ク
ノ

　

ポ
ー
ト
福
井
～
畜
産
試
験
場
～

　

高
度
園
芸
実
証
農
場
～
工
業
技

　

術
セ
ン
タ
ー
～
J
R
大
野
（
午

　

後
4
時
3
0
分
着
の
予
定
）

対
象
1
6
歳
以
上
で
団
体
行
動
に

　

支
障
の
な
い
人

参
加
費
無
料

持
ち
物
昼
食
・
水
筒
・
筆
記
具

定
員
先
着
5
2
人

申
込
方
法
一
人
1
枚
の
往
復
は

　

が
き
で
、
住
所
・
氏
名
●
年
齢

　

電
話
番
号
・
出
発
日
・
出
発
地

　

を
明
記
し
て
、
〒
m
福
井
市
大

　

手
2
丁
目
1
7
－
I
県
庁
広
報
課

　

県
民
相
談
室
へ

●
「
代
替
地
登
録
制
度
」

　

県
が
今
年
か
ら
創
設

　

県
で
は
、
公
共
事
業
の
た
め
に

所
有
し
て
い
る
土
地
を
代
替
地
と

し
て
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
方
に

そ
の
土
地
を
登
録
し
て
も
ら
う
た

め
の
「
代
替
地
登
録
制
度
」
を
平

成
4
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

県
が
行
う
道
路
・
河
川
●
施
設

な
ど
の
公
共
事
業
の
た
め
に
、
代

替
地
と
し
て
自
分
の
土
地
を
提
供

し
て
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
方
は
、

最
寄
り
の
県
土
木
事
務
所
ま
で
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

代
替
地
の
あ
っ
せ
ん
が
成
立
し

た
場
合
は
、
一
定
の
条
件
に
よ
り

譲
渡
所
得
の
特
別
控
除
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

問
合
せ
先
県
大
野
土
木
事
務
所

　

用
地
課
（
酋
6
6
・
1
2
2
1

　

内
線
8
3
1
～
8
3
4
）

●
警
察
官
・
婦
人
警
察
官

　

募
集

受
験
資
格
警
察
官
A
＝
昭
和
4
0

　

年
4
月
2
日
か
ら
4
6
年
4
月
1

　

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子
で
大

　

学
（
短
大
は
除
く
）
を
卒
業
ま

　

た
は
平
成
5
年
3
月
3
1
日
ま
で

　

に
卒
業
見
込
み
の
人
警
察
官

　

B
＝
昭
和
4
0
年
4
月
2
日
か
ら

　

5
0
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

　

た
男
子
で
、
警
察
官
A
以
外
の

人
婦
人
警
察
官
＝
昭
和
4
0
年

4
月
2
日
か
ら
5
0
年
4
月
1
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
女
子
で
、
高

校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る

人
採
用
人
員
警
察
官
A
＝
約
6
人

　

警
察
官
B
＝
約
4
人
婦
人
警

　

察
官
＝
約
5
人

試
験
日
警
察
官
A
＝
7
月
1
9
日

　

⑥
警
察
官
B
・
婦
人
警
察
官

　

＝
9
月
2
0
日
⑧

受
付
期
間
警
察
官
A
＝
6
月
1
5

　

日
～
2
9
日
警
察
官
B
・
婦
人

　

警
察
官
＝
8
月
2
0
日
～
9
月
3

問
合
せ
先
大
野
警
察
署
（
酋
6
6
・

　

3
9
0
0
）
ま
た
は
各
派
出
所
、

　

駐
在
所
へ

●
越
前
お
お
の
お
ど
り

　

生
音
頭
練
習
会

　

お
お
の
城
ま
つ
り
実
行
委
員
会

で
は
、
生
音
頭
の
保
存
と
育
成
の

た
め
、
年
間
を
通
じ
て
生
音
頭
練

習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

歌
、
三
味
線
、
笛
、
太
鼓
に
興

味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。
初
心
者
に
は
専
門
の
講

師
が
親
切
に
指
導
し
ま
す
。

練
習
日
毎
週
水
曜
日
午
後
7
時

　

～
9
時

会
場
大
野
有
終
会
館
音
楽
室

申
込
・
問
合
せ
先
大
野
商
工
会

　

議
所
（
豊
6
6
・
1
2
3
0
）
ま

　

た
は
市
商
工
観
光
課
（
容
6
6
・

　

1
1
1
1
）
へ

●
ア
ト
ム
バ
ス
制
度

　

福
井
原
子
力
セ
ン
タ
ー
で
は
、

原
子
力
発
電
所
な
ど
を
見
学
す
る

団
体
に
、
バ
ス
料
金
の
一
部
を
補

助
す
る
ア
ト
ム
バ
ス
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
補
助
金
は
、
2
0
～
2
9
人

の
団
体
が
7
万
円
、
3
0
人
以
上
が

1
0
万
円
で
す
。

　

ア
ト
ム
バ
ス
を
利
用
す
る
場
合

は
、
あ
ら
か
じ
め
実
施
日
の
3
週

間
前
に
、
団
体
責
任
者
が
直
接
、

福
井
原
子
力
セ
ン
タ
ー
（
〒
9
1
4
敦

賀
市
吉
河
3
7
1
1
酋
0
7
7
0
●

2
3
・
1
7
1
0
）
へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

●
青
少
年
の
森
キ
ャ
ン
プ

　

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
募
集

　

県
立
奥
越
青
少
年
の
森
で
は
、

七
月
か
ら
八
月
の
間
、
小
学
生
・

中
学
生
・
高
校
生
の
キ
ャ
ン
プ
活

動
を
援
助
す
る
キ
ャ
ン
プ
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

ト
八
歳
以
上
の
男
女
で
、
野
外

活
動
に
理
解
と
熱
意
の
あ
る
方
な

ら
ど
な
た
で
も
。
六
月
二
十
七
日

①
・
ニ
ト
八
日
⑧
に
は
、
応
募
者

を
対
象
に
一
泊
二
日
の
事
前
研
修

が
開
か
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
奥
越

青
少
年
の
森
（
容
6
7
・
1
3
2
1
）

ま
で
。

交通
安全

４
r

横
断
歩
道
で
も

安
全
確
認
を
忘
れ
ず
に

　

歩
行
者
の
み
な
さ
ん
、
信
号
機
が

あ
る
交
差
点
だ
か
ら
と
、
安
心
し
て

い
ま
せ
ん
か
。

　

昨
年
市
内
で
、
信
号
機
に
従
っ
て

横
断
し
て
い
た
お
年
寄
り
が
、
対
向

車
に
気
を
取
ら
れ
な
が
ら
右
折
し
て

き
た
車
に
は
ね
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の

事
故
は
、
同
じ
信
号
で
進
行
し
て
き

た
も
の
の
、
お
互
い
が
周
り
の
安
全

を
十
分
確
か
め
な
か
っ
た
こ
と
が
原

因
で
す
。

　

歩
行
者
は
信
号
が
青
で
も
、
横
断

す
る
と
き
は
前
後
左
右
の
安
全
を
確

か
め
、
横
断
中
も
左
折
車
や
右
折
車

が
な
い
か
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
横
断
歩
道
で
は

歩
行
者
が
優
先
で
あ
る
こ
と
を
念
頭

に
お
き
、
横
断
者
が
い
る
と
き
は
、

余
裕
を
も
っ
て
止
ま
り
ま
し
ょ
う
。



●INFORMATION

●
富
士
山
麓
で
青
少
年

　

国
際
交
流
キ
ャ
ン
プ

　

国
際
青
少
年
研
修
協
会
で
は
富

士
山
麓
の
大
自
然
の
中
で
、
日
本

在
住
の
ア
メ
リ
カ
と
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
青
少
年
と
の
国
際
交
流
キ
ャ

ン
プ
を
開
催
し
ま
す
。

　

日
本
全
国
の
青
少
年
と
外
国
の

青
少
年
が
キ
ャ
ン
プ
を
と
も
に
し

こ
と
ば
や
習
慣
の
違
い
を
越
え
て

友
情
を
深
め
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

対
象
小
学
生
交
流
キ
ャ
ン
プ
＝

　

4
～
6
年
3
2
0
人
中
・
高
生
交

　

流
キ
ャ
ン
プ
＝
『
一
人

期
日
7
月
2
9
日
④
～
8
月
2
日

　

⑧
（
4
泊
5
日
）

会
場
小
学
生
＝
静
岡
県
立
朝
霧

　
　

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
中
・

　

高
生
＝
本
栖
湖
青
少
年
ス
ポ
ー

　

ツ
セ
ン
タ
ー

参
加
費
3
万
5
0
0
0
円
～
8

　

万
1
0
0
0
円
（
出
発
地
に
よ

　

り
異
な
る
）

問
合
せ
先
・
申
込
先
国
際
青
少

　

年
研
修
協
会
（
〒
1
6
0
東
京
都
新

宿
区
四
谷
2
T
―
（
大
村
ビ
ル
3

F
容
0
3
・
3
3
5
9
・
8
4

2
1
）
へ

●
6
月
は
「
男
女
雇
用

　

機
会
均
等
月
間
J

　

労
働
省
で
は
、
6
月
を
男
女
雇

用
機
会
均
等
月
間
と
定
め
て
い
ま

す
。
本
年
度
は
、
「
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
ー
女
性
の
能
力
企
業
の
未

来
」
を
テ
ー
マ
に
全
国
的
な
運
動

を
実
施
し
ま
す
。

　

福
井
婦
人
少
年
室
（
豊
0
7
7

6
・
9
9
一
・
3
9
4
7
）
で
は
、
本

月
間
に
ち
な
ん
だ
行
事
を
下
記
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

《
フ
ォ
ー
ラ
ム
》

日
時
6
月
6
日
①
午
後
1
時

　

3
0
分
～

会
場
福
井
市
勤
労
婦
人
セ
ン
タ

　

ー
対
象
働
く
女
性

　

《
推
進
セ
ミ
ナ
ー
》

日
時
6
月
1
9
日
面
午
後
1
時

　

3
0
分
～

会
場
福
井
市
民
福
祉
会
館

対
象
企
業
の
人
事
労
務
担
当
者

●
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で

　
　

「
琴
」
の
講
座
開
催

　

大
野
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
は

琴
（
生
田
流
）
の
講
座
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
毎
週
火
曜
日
の
午
後
1
時

　

3
0
分
と
午
後
7
時

会
場
大
野
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
　

（
下
庄
公
民
館
併
設
）

受
講
料
4
0
0
0
円
（
1
ヵ
月
）

●
は
か
り
の
定
期
検
査

今
年
も
左
表
の
日
程
の
日
程
で

は
か
り
の
定
期
検
査
が
行
わ
れ
ま

す
。
取
引
や
証
明
な
ど
に
使
わ
れ

る
は
か
り
は
、
毎
年
検
査
を
受
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

検
査
に
は
、
印
鑑
と
手
数
料

　

（
2
0
0
円
～
3
0
0
0
円
）
が

必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
市
商
工

観
光
課
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線

c
o
c
o
c
o
）
1
r
t
で
。

検査日程

月H 受付時間 会場

6月17H④ 午前10時～午後3時 市役所

6月18日④ 午前10時～午後3時 市民会館

6月19H② 午前10時～正午 土庄公民館

6月22H⑥
午前10時～正午 富田公民館

午後1時～3時 下庄公民館

6月26日② 午前10時～午後3時 市役所

●
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
技
士

　

国
家
試
験

試
験
日
3
級
＝
8
月
2
7
日
④

　

4
級
＝
8
月
2
5
日
⑧
2
6
日
④

試
験
地
金
沢
市

受
験
料
2
7
6
2
円

受
付
締
切
6
月
2
0
日
①

問
合
せ
先
日
本
無
線
協
会
北
陸

　

支
部
（
容
0
7
6
2
・
9
9
一
・
7

　

1
9
7
1
）
ふ
ま
で

aんなで防ごう土砂災害

　

土砂災害は、梅雨や台風などの豪雨によっ

て発生し、私たちの暮らしを破壊する恐ろし

い災害です。土石流や地すべり、がけ崩れな

どの土砂災害を防ぎ、私たちの安全な暮らし

を支えているのが砂防関係事業です。ふだん

から気象情報に注意し、避難場所や避難経路

を決め、危ないときは早めに避難しましょう。

匯俎胆嘘漣皿l

9＠宅肺e9回（t回a眺IS冑自白

　

市シルバー人材センターは、地

域社会と提携して、健康で働く意

欲のある為齢者の知識や経験、技

能を生かしながら、短期の臨時的

な働き場を提供しています。

　

現在、登録会員は285人で、年

間契約金額は1億円を超えていま

す。市内に住むおおむね60歳以上

の人ならどなたでも会員になれま

す。

　

長年培った経験や技術は、貴重

なものです。働く意欲があれば、

まだまだ地域社会に貢献できます。

あなたの意欲をシルバー人材セン

ターに登録してしてください。

登録方法入会申込と同時に、年

　

会費1，000円を納入

仕事の内容あらかじめ、自分が

　

希望する仕事を登録しておき、

　

センターから連絡を受けて仕事

　

に従事

報酬従事した仕事の内容によっ

　

て、センターから配分。配分金

　

は雑所得となり、年金の減額対

　

象にはなりません。

申込先大野シルバー人材センタ

　

ー（大野有終会館内豊66・0069）
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中
挟
三
丁
目

　

中
挟
三
丁
目
は
、
東
西
は
清
滝
川
と
国
道

一
七
五
号
線
の
間
で
、
南
北
は
市
営
住
宅
か

ら
清
滝
神
社
の
間
の
地
区
で
す
。
こ
の
地
区

は
五
班
か
ら
な
り
、
市
営
住
宅
や
マ
ン
シ
ョ

ン
を
含
め
八
十
二
戸
あ
り
ま
す
。
中
挟
地
区

全
体
は
二
百
六
十
戸
あ
り
、
区
長
が
一
人
と

副
区
長
が
二
人
お
り
、
中
挟
三
丁
目
は
南
栄

副
区
長
が
補
佐
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
区
の
住
民
は
、
他
の
場
所
か
ら
移
っ

て
き
た
人
た
ち
ば
か
り
で
す
。
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
が
多
い
た
め
に
転
勤
が
多
く
、
土
地
に
根

づ
い
て
も
ら
え
な
い
悩
み
が
あ
り
ま
す
。
ど

の
住
宅
の
敷
地
も
比
較
的
ゆ
っ
た
り
と
し
て

お
り
、
田
畑
が
ま
だ
多
く
あ
り
ま
す
。
国
道

沿
い
に
は
、
パ
チ
ン
コ
店
、
レ
ン
タ
ル
ビ
デ

オ
店
、
時
計
店
、
打
刃
物
店
、
自
動
車
営
業

所
な
ど
が
あ
り
、
地
区
内
に
は
理
容
・
美
容

店
、
喫
茶
店
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
寿
司
店
の

近
く
に
は
、
伊
号
第
六
七
潜
水
艦
長
だ
っ
た

大
畑
正
之
墓
が
あ
り
ま
す
。
作
家
の
山
崎
朋

子
さ
ん
の
父
親
で
、
故
人
と
な
ら
れ
た
草
雨

夫
人
が
、
荒
島
岳
の
見
え
る
場
所
に
と
福
井

市
か
ら
移
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

地
区
内
の
清
滝
神
社
と
清
滝
公
園
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ
て
い
つ
も
清
掃
が
行
き

届
い
て
い
ま
す
。
公
園
で
は
、
子
ど
も
た
ち

が
よ
く
遊
ん
で
お
り
、
各
班
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

大
会
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
名
の
由
来
は
、
平
安
期
に
は
中
央
荘
と

い
わ
れ
、
荘
園
だ
っ
た
牛
原
荘
の
一
部
だ
っ

た
よ
う
で
す
。
明
治
に
な
っ
て
中
挟
と
い
う

文
字
が
使
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
春
、
大
相
撲

の
二
所
ノ
関
部
屋
に
入
り
、
夏
場
所
が
初
土

俵
と
な
る
山
腰
令
宏
甘
は
、
こ
の
地
区
の
出

身
で
す
。

市民のうごき

5月1日現在 前月比

世帯数 11，278世帯 十8世帯

41，922人 －16人

人口 男 20，050人 一15人

女 21，872人 －1人

4月中の異動
転入 99人 出生 27人

転出 109人 死亡 33人

市内の交通事故状況（4ヵヽ69）

件数内訳
平成4年　

4月末

平成3年　

4月末
増減

総件数 155件 149件 十6件

人
身

事
故

件数 37件 41件 －4件

死者 1人 O人 十1人

傷者 52人 52人 土O人

物損事故 118件 108件 十10件

表
紙
の
こ
と
ば

　

石
畳
舗
装
が
完
成
し
た
七
間

通
り
で
5
月
3
日
、
伝
統
の
朝

市
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。
御
影

石
の
上
で
出
店
す
る
朝
市
の
お

ぼ
ち
や
ん
た
ち
も
、
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
た
感
じ
で
、
買
い
物
客

と
の
や
り
と
り
も
サ
マ
に
な
っ

て
い
ま
す
。
白
っ
ぽ
い
石
畳
は

雨
で
濡
れ
る
と
、
一
段
と
き
れ

い
に
見
え
る
そ
う
で
す
。

編
集
後
記

　

2
年
間
、
編
集
委
員
を
務
め

ら
れ
た
永
野
隆
一
さ
ん
の
後
任

は
、
朝
比
奈
威
夫
さ
ん
に
お
願

い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

永
野
さ
ん
は
、
写
真
や
文
筆
活

動
に
熱
心
で
し
た
が
、
朝
比
奈

さ
ん
は
、
市
文
化
財
保
護
委
員

を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
新
風

を
吹
き
込
ん
で
い
た
だ
け
る
も

の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

l孔見i呼

　

夜
の
束
京
、
人
の
ざ

わ
め
き
と
、
汚
れ
き
っ

た
空
気
で
む
せ
返
る
雑

踏
の
中
を
歩
い
て
い
る

だ
け
で
胸
が
む
か
む
か

し
て
く
る
▼
ふ
と
見
る

と
、
パ
ン
屋
の
前
に
浮
浪
者
が
集
ま
っ
て
き
た
。

汚
れ
て
伸
び
放
題
の
髪
を
た
ら
し
、
服
は
よ
れ

よ
れ
、
ガ
ッ
ポ
リ
口
の
あ
い
た
靴
を
は
い
て
い

る
者
も
い
る
。
彼
ら
の
近
く
を
通
り
過
ぎ
る
時

異
臭
が
鼻
を
つ
い
た
。
「
ピ
ー
ツ
、
ヒ
ョ
ー
ツ
」

と
奇
声
を
出
寸
人
も
い
る
▼
折
か
ら
大
き
い
か

ご
に
盛
ら
れ
た
パ
ン
が
配
ら
れ
た
。
マ
ク
ド
ナ

ル
ド
の
パ
ン
で
あ
る
。
新
鮮
さ
を
売
り
物
に
し

て
い
る
の
で
、
売
れ
残
り
は
閉
店
と
同
時
に
、

ホ
ー
ム
レ
ス
に
放
出
し
て
い
る
の
だ
▼
彼
ら
は

ス
ー
パ
ー
や
弁
当
屋
、
飲
み
屋
な
ど
い
た
る
所

で
残
り
物
を
調
達
し
て
、
公
園
の
広
場
で
宴
を

開
く
。
ビ
ー
ル
や
酒
も
于
に
入
れ
て
く
る
▼
中

座
の
中
か
ら
名
指
し
さ
れ
た
男
が
出
て
き
て
歌

い
始
め
る
と
周
り
に
人
だ
か
り
が
で
き
た
。
物

真
似
が
四
天
に
よ
り
う
ま
い
と
い
う
彼
は
、
群

れ
の
人
気
者
。
「
よ
っ
、
五
木
ひ
ろ
し
、
森
進

一
」
と
声
が
飛
ぶ
と
、
身
ぶ
り
も
声
も
そ
っ
く

り
で
ヤ
ン
ヤ
の
喝
采
を
浴
び
る
。
周
り
の
野
次

馬
か
ら
は
、
金
包
み
も
飛
ぶ
▼
東
京
の
ホ
ー
ム

レ
ス
は
、
一
万
人
以
L
と
か
。
家
庭
の
崩
壊
や

仕
事
の
失
敗
、
カ
ー
ド
破
産
者
な
ど
様
々
で
、

田
舎
か
ら
の
L
京
者
も
多
い
と
い
う
▼
勤
労
に

対
す
る
観
念
も
様
変
わ
り
し
て
「
働
か
ざ
る
者

食
う
べ
か
ら
ず
」
は
、
死
語
と
な
っ
た
。
こ
れ

は
、
自
分
に
希
望
も
貞
任
も
持
て
な
い
人
間
が

増
え
続
け
て
い
る
結
果
だ
と
い
う
が
、
「
一
d
で

は
片
付
け
ら
れ
な
い
社
会
や
家
庭
教
育
の
ひ
ず

み
が
絡
ん
で
い
る
に
違
い
な
い
。
（
H
）

発
行
福
井
県
大
野
市
●
編
集
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
豊
6
6
●
1
1
1
1
）
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